
２０１４年 ７月 １２日（土） 13:00～16:40

第6回 北陸地区

脳神経リハビリテーション看護研究会

その人らしく「生きる」
急性期から在宅までのさまざまな関わりから

特別講演

「 能 登 に お け る 脳 卒 中 診 療 」
～地域連携協議会の取り組み～

運営事務局

＜演題＞
セッションⅠ

Ⅰ-1.オープンアップドレナージ方式によるストレス軽減への援助～超急性期からの気分転換行動を尊重した関わり～

済生会富山病院 関口梨沙

Ⅰ-2.患者と共に進める脳梗塞急性期の看護介入～その人らしさを引き出す看護～ 富山県立中央病院 島千晶

Ⅰ-3.高次脳機能障害患者への関わり 福井大学病院 藤田久美子

Ⅰ-4.左前頭葉脳腫瘍摘出後に高次脳機能障害が出現した患者との関わりを振り返って 富山大学附属病院 大上英理奈

Ⅰ-5.患者の願いを叶えるための看護介入～感覚障害に対する手洗い・洗面動作での感覚刺激～ 福井総合病院 渡邊芽紅

Ⅰ-6.胃瘻造設した高次脳機能障害患者が経口摂取に至った要因分析 公立能登総合病院 松本敏子

セッションⅡ

Ⅱ-1.回復期リハビリテーション病棟に於ける看護の役割 ～重複した高次脳機能障害のある患者を通して～ 金沢脳神経外科病院 林綾子

Ⅱ-2.患者の思いに寄り添ったカンファレンスの取り組みへの実践報告 富山県高志リハビリテーション病院 中市かおり

Ⅱ-3.脳血管疾患患者の初回外泊が介護者に与える影響 福井県立病院 五十嵐由香里

Ⅱ-4.脳卒中患者のリハビリテーションと自宅復帰への関わり～高齢患者の退院支援から見えたこと～ 浅ノ川総合病院 津田真弓

Ⅱ-5.障害受容し会社経営に復帰した一例 かみいち総合病院 新林正子

Ⅱ-６．回復期リハビリテーション病棟での排泄に関する取り組み～尿意を表出できない患者へのアプローチ～ 恵寿総合病院 出口和恵

社会医療法人財団董仙会

恵寿総合病院 5病棟2階 講堂
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